
  

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

  

  

  

 

 

 

   

                        
 

 

   

   

   

 

 

 

 

                      

                                       

                                 

 

  

  

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

  

 

 

東京赤坂ロータリークラブ 
NO.1361 /  2016.04.08 
例 会/ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 

    Tel 03-3505-1111 

事務局/〒107-0052 東京都港区赤坂 2-19-8 

    赤坂 2 丁目アネックス 3F 

    TeL  03-3505-5976 

    Fax  03-3505-6004 

    http://www.akasakarotary.com/  

 

●前回報告／2010 年 5 月 28 日 1117 回例会 

「今の民事裁判、これからの民事裁判」 

     みのり総合法律事務所 所長 

    当クラブ会員  小原 健 氏 

 

 

 

 

 

●本日の例会/ 2016 年  4 月 8 日 第 1391 回 

卓話 ： 料理研究家 武士 雅子 氏 

 

 

 

 

 

 
    

 

 
 
 

 

 

 

 

 
   

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

「僅かなことにも手を差し伸べよう、そして信頼と絆」 2012～2013 年度クラブテーマ    

出席報告： 会員 50 名 / 出席 31 名 欠席 19 名 
ゲ ス ト:  西舘好子(卓話)、木村一希、ルイーズ 

計３名（順不同・敬称略） 
 

 
 

 
 

東京赤坂ロータリークラブ週報      

Weekly Report        会長 橋本 年男    Build friendship, Join a heart, Service together.                       
2015～2016 年度クラブテーマ 「輪になろう、つなげる想い、つながる奉仕」 

 

●次回予告 / 2016 年 4 月 15 日 第 1392 例会 

 第５回クラブ協議会 

  テーマ ： 「 ３０周年記念について 」 

●前回報告／ 2016 年  4 月  1 日 第 1390 回例会 
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会長報告： 

① 奥野敦氏入会式 

 

 

 

 

 

慶事披露：誕生日祝い 

橋本年男 君(4月2日生) / 的場隆光 君(4月3日生) 

 入沢頼二 君(4月9日生)/ 金山 驍 君(4月12日生) 

 辻 綾香 君(4 月 25 日生) 

 

 

新会員の紹介 ４月１日入会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

卓話 ： 

 

「プロデューサー 

という仕事について」 

日本子守歌協会理事長 

西舘 好子 氏 

 

② 交換学生ルイーズさん 

より挨拶 

スプリングキャンプヘ行ってき

ました。皆なと仲良くなったと

感じました。今ベルギーは大変

なことになっており、ベルギー

人は皆こわがっています。セキ

ュリティーが甘いといわれてい

ます。でもベルギーは怖い所で 

 

 

はなく、とても良い所なのでこれからもよろしくお願い

します。私は平和になってくれることを願っています。 

 親睦活動委員会：（佐久間サブリーダー）親睦旅行に欠員

がでました。どなたか行かれたい方は佐久間までご連絡

ください。 

石井謙次会員：尾関会員ですが、車いすに乗れるように

なり回復に向かっているとのことです。 

岩上義明会員：東京中央新ＲＣより「うみやまあひだ」

のチャリティー試写会のご連絡が届きました。

6/13(日)18:30～銀座ブロッサム中央会館、2500 円です。

とても良い映画ですので是非御参加ください。 

 

奥野 敦 君 
（Okuno Atsushi） 
 

 職業分類 ： 精密機械製造 

生年月日 ： 1970 年 2 月 3 日 

 

事業所  ： 株式会社 三幸 

役職名  ： 代表取締役 社長 

所在地  ： 〒105-0013 港区浜松町２丁目１３番 

      １４号サンワード浜松町２階 

紹介者  ： 西澤民夫 村山公士 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京赤坂ロータリークラブ／●会長：橋本年男 副会長：田村昭二  幹事：関陽一  広報委員長：入沢頼二  今週の担当：入沢頼二 

  

                  
4月 1日 17件 43,000円  

累計1,179,566円
  多額の寄付を有難うございました。（敬称略） 

橋本年男/西舘さん今日の卓話大変楽しみです。奥

野さん入会おめでとうございます。大いにロータリ

ーライフを楽しみましょう。関陽一/はや４月、橋

本年度も残り３カ月を切りました。西舘様卓話を楽

しみにしております。永さんお疲れ様です。清水實

/ゴールデンウィークあけの５月７日に行うコンサ

ートのチラシを受付に置かせて頂きます。聴いてみ

ようという方は私にどうぞ。入沢頼二/誕生日祝い

ありがとうございました。馬齢を重ねましたが心は

いつも青春でありたいと思っております。小原健/

ルイーズさん、ともに桜を楽しみましょう。今が日

本の一番よい季節です。西澤民夫/奥野さん大歓迎

です。今後共よろしくお願いします。永さんご苦労

様です。石井謙次/永さんニコニコご苦労様です。

小林博茂/今日は母校の入学式で卒業５０年という

ことで招待されました。若者の場所は春の明るさに

満ちていました。赤坂も明るくいきましょう。佐藤

仁/西舘様楽しみにしていました。永さんニコニコ

お疲れ様です。石井達/来週の火曜会ホテル脇の桜

もほぼ満開です。よろしくお願いします。藤井万博

/今年はまだエイプリルフールにひっかかっていま

せん。永さんニコニコお疲れさまです。佐久間憲一

/本日の卓話を楽しみにしていました。ありがとう

ございます。的場隆光/４月１日今日は朝から会社

の入社式でした。若いスタッフ応援したいです。熊

本誠司/４月になりました。新入社員の姿を見なが

ら春を感じました。永さんニコニコお疲れ様です。

長谷川毅/桜が満開の季節になりました。もう春で

すね。あっという間って幸せです。永さんニコニコ

お疲れ様です。金山驍/お誕生日お祝いありがとう

ございます。奥野さん入会おめでとうございます。

永さんニコニコお疲れ様です。戸泉邦康/先週は石

巻にボランティアに行って来ました。社のメンバー

105名でローズガーデン造りをしてきました。現地

に行かれます際にはお立ち寄りください。 

 

  

2015-16 年度ロータリー財団学友人道奉仕世界賞の受

賞者は、国際開発の分野で活躍するニューヨーク在住

のスーザン･デイビスさんに決まりました。授賞式は、

６月に韓国での国際大会で行われます。 

米国ルイジアナ州で生まれたデイビスさんは、1980-81

年度のロータリー財団国際親善奨学生として、英国オ

ックスフォード大学大学院で国際関係を学びました。 

1987 ～1991 年には、フォード財団のプログラム担当者

として、バングラデシュでマイクロファイナンス（小

口融資）の普及を推進。1 億 7500 万ドルの資金を有す

る共同事業を企画･組織し、当初バングラデシュの農村

部の5パーセントでしか利用できなかった小口融資を、

44 パーセントにまで普及させました。小口融資の普及

がバングラデシュの生活水準向上に実際にどの程度貢

献したかを断定することは困難ですが、『 The 

Economist』誌は、2010 年までの 20 年間にバングラデ

シュの人びとの平均寿命が 59 歳から 69 歳にまで躍進

したと報じています。 

デイビスさんはさらに 2007 年、開発支援団体「BRAC 

USA」を共同で設立しました。パキスタンから独立直後

のバングラデシュを救済する団体として1972年に発足

した「BRAC」を支援するこの独立組織は、特にアフリ

カの女性に教育、医療、小口金融の機会を提供するこ

とで、起業を促し、貧困からの脱出を支援しています。 

最近、BRAC USA の最高責任者を退任したデイビスさん

は、在任中、洪水、サイクロン、地震などの天災だけ

でなく、戦争や、疫病の流行など、数多くの困難に直

面しました。2014 年にアフリカ西部で突発したエボラ

出血熱の大流行中は、危険度の高い地域で活動する

BRAC のスタッフを感染から守るために奮闘。エボラ専

門家による協力にもかかわらずスタッフが命を落とす

こともありました。特に、リベリアで小口融資支援を

担当していたスタッフ夫妻が感染し、幼い娘を残して

亡くなったことは、デイビスさんにとって大きな衝撃

でした。デイビスさんはその後、その子の将来の学費

を賄う奨学基金の設立を手伝っています。 

社会起業に関する本の共同著者でもあるデイビスさん

は現在、社会起業家の支援団体「ASHOKA」のディレク

ターを務め、これまでに中東、アフリカ、中央アジア

における同団体の拡大を監督しました。 

今では国際開発の分野で著名な存在となり、2012 年に

United Nations Partnerships Fund（国連国際パート

ナーシップ基金）の理事に任命されたほか、Council on 

Foreign Affairs（外交問題評議会）のメンバー、グラ

ミン財団や二つの女性支援基金の理事会メンバーを務

めています。 

これまで多くの賞を受けたデイビスさんですが、今回

のロータリー財団学友人道奉仕世界賞には特別な意味

があります。「これで人生に一区切りついた気がしま

す」と語るデイビスさん。「私が活動を続けてきたのは、

重大なニーズとそれを改善できる機会があるからで

す。小口融資と社会起業という解決方法が世界中に浸

透してきたのは、私にとってとても幸運でした」 。  

 

貧しい人たちに起業の機会を：学友人道奉仕世界賞の受賞者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

ロータリーの奨学生として学んだことについては、次

のように語ります。「それまでは、オックスフォード大

学など天上の存在だと思っていました。ところが実際

に学生たちと知り合ってみると、貧富の差にかかわら

ず、誰でも弱点があり、完璧な人間などいないことが

分かったんです」 

By David Sweet 

Rotary News 

14-Jan-2016  

 

＜休会のご連絡＞ 

４月２９日（金）、５月６日（金）は休会となります。 

http://www.bracusa.org/
http://www.bracusa.org/

